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一人口の動き・一

　12月1日現在

　　　　6110人
　　　　6469人

　　　12579人
菩数　　26－9世帯

　
　
　
　
　
数

　
　
　
　
　
帯

男
女
計
世
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12月のくらし

多　忙年末

　郎社
円

、
四
風
5
鷺人所

価

集
刷
編
印
定

場
町
）

役
　
吉

町
西
壮

西
　
村

川
川
中

所
者
長

行
行
町

発
発
（

注意1秒

　ケガー生

懸　藁　聾
雛

轟
襲

〉轄、

蝋脚
メ

，i難嚢・、蓉．灘灘畿

錨’

　　　叢

十

　　　完成待たれる母子健康センター
　上野連絡所（旧上野村役場）裏におかあさんたちの夢、

待望の母子健康センター建設が着々と進んでいる。

　
膚月
＋
四
日
執
行

県
知
事
選
挙
開
票
結
果
（
川
西
町
）

　　　　　投
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得
票
数
　
塚
田
十
一
郎
三
、
七
九
四
票

吉
浦
浄
真
二
、
六
八
四
票

浦
沢
与
三
郎

七
二
票

　　甲胴　　㎜　1隔｝　マ‘－『7獅F“

幽
十
二
月
の
行
事

｝
日
　
上
野
、
大
倉
、
田
戸
冬
季
分
校

　
　
開
校
式

二
日
　
越
ケ
沢
冬
季
分
校
開
校
式

三
日
　
民
主
委
員
会

　
．
　
木
落
冬
季
分
校
開
校
式

　
　
公
ゆ
文
門
心
由
助
膚
兄
彗
、

　
　
ウ
が
ツ
む
エ
く
ヨ
ゲ
ば
イ
ヨ
ギ
カ

四
日
　
年
末
調
整
に
関
す
る
説
明
会

　
　
産
経
現
地
視
察

、
五
日
六
日
七
日
＋
日

二ニニニ十十

十十1五三
ノ＼二＝日日
臼日 土

厚
現
地
視
察

施
設
台
帳
説
明
会

下
原
道
路
竣
工
式

根
深
溜
池
竣
工
式

豊
浦
村
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
生
徒

交
換
研
修
会
（
セ
ン
β
、
’
ー
）

　
　
　
　
　
　
（
役
擾
、

　
町
議
会
　
　
　
出
張
肝
）

　
ご
用
納
め

悶
＝
＝
＝
＝
慧
＝
＝
誕
目
言
＝
＝
＝
雲
誕
鵬
薫
＝
｛
…
藁
＝
＝
誕
謂

　
大
臣
賞
に
輝
く

　
　
上
野
農
協

　
「
心
配
さ
れ
た
冷
害
を
克
服
で
き
た

の
も
、
み
な
さ
ん
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ

努
力
の
た
ま
も
の
で
す
。
」
と
農
林
省

は
、
去
る
十
一
月
二
十
三
日
の
勤
労
感

謝
の
日
、
東
京
日
比
谷
公
会
堂
で
催
さ

れ
た
第
四
回
農
業
祭
式
典
に
お
い
て
、

こ
と
し
の
冷
害
対
策
に
功
労
の
あ
っ
た

九
十
二
団
体
と
十
二
人
を
衰
彰
し
こ
o

害
齢
瀦
繍
鑓
鏡
賑
麟
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ね
ロ

儀
七
）
も
こ
の
晴
の
農
林
＋
バ
簾
講
講
齢
閥
璽

表
彰
を
愛
け
た
。
　
　
　
　
　
閥
幽
纏
臓
摺
翻
｝
急

上
野
地
区
の
防
除
は
、
町
の
翻
甥
一
躍
閥
塑

防
除
協
議
会
と
密
接
な
連
携
の
閥
蘭
思
満
際
鯉
製

も
と
に
上
野
農
協
が
中
心
に
で
鯉
鼎
聴
』
紮
h
脚
鼎
．
3

り、

苗
代
防
除
二
回
、
　
ニ
カ
メ
　
踊
9
　
頚
。
翻
幽
…

イ
チ
ュ
ウ
㎜
回
、
葉
い
も
ち
｝
旙

回
、
穂
い
も
ち
二
回
（
航
空
防
除
を
含

む
）
計
六
回
を
そ
れ
ぞ
れ
金
面
共
同

防
除
で
実
施
し
た
と
い
う
完
全
な
も
の

一
．
」
一
う
つ
「
6

ぢ
　
ム
　
ナ
ノ

　
こ
の
防
除
効
果
は
、
近
隣
の
中
で
は

最
も
少
な
い
病
害
虫
の
被
害
、
平
年
作

を
ろ
わ
ま
わ
る
収
穫
と
売
り
渡
し
量
、

米
質
の
向
上
と
な
ヂ
、
て
あ
ら
わ
れ
鞠
％

　
む
ず
が
し
い
－
、
濠
、
義
で
、
い
た
防
除
を

完
全
に
め
、
っ
て
の
け
た
飢
孫
蓄
一
の
功
績

を
た
た
え
、
お
し
蒜
た
、
い
拍
手
を
送
り

た
い
。

　
年
賀
は
が
き
と

　
　
年
末
の
贈
答
用
小
包

　
お
年
玉
（
．
き
年
賀
は
が
き
は
去
る
十

日
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

年
賀
は
が
き
や
、
年
末
の
贈
答
小
包
の

差
出
し
に
つ
い
て
、

す
る
受
付
、
配
達
業
符
を
州
、
一
ム
ー
ズ
に

実
施
す
る
た
め
つ
ぎ
の
よ
う
に
望
ん
で

い
ま
す
。

　
　
一
工
　
年
末
贈
答
用
小
包
は
十
二

　
　
ほ
じ

離殉窃

閻
、
　
月
十
四
臼
ご
ろ
山
、
“
マ
、
に
お
出

轟
巴
酵
題
．

　
　
　
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
年
賀
状
は
12
月
1
5
日
か
ら

　
　
　
叉
け
付
け
ま
す
。
鷲
月
班
白

　
　
　
山
、
き
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
o

　
　
　
　
年
賀
状
を
差
出
す
時
は
、

　
　
　
　
「
市
内
あ
て
」
と
つ
て
の
農

　
　
　
の
志
）
の
」
に
分
け
、
、
、
。
～

　
な
ど
を
か
け
て
お
出
し
く
だ
δ
い
。

　
老
人
ホ
馨
ム
を
慰
闘
し
た

　
　
上
野
青
年
学
級

　
去
る
八
日
、
学
級
生
二
＋
人
が
老
人

ホ
ー
ム
妻
有
荘
を
慰
問
し
た
コ
余
興
や

た
く
さ
ん
の
お
み
の
、
げ
に
、
サ
、
．
♂
タ
が

ひ
と
足
六
き
、
）
に
ゃ
っ
て
き
た
よ
う
と
、

老
人
た
ち
は
大
・
よ
ろ
’
こ
び
9

　
寄
宿
舎
の
よ
い
子
に
も

　
星
名
新
田
の
．
麗
名
静
江
さ
・
躍
、
”
L
山
野

小
寄
宿
舎
に
学
錫
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
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ー
町
議
会
報
告
ー

　
　
四
千
八
百
万
円
の
補
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
初
予
算
以
来
最
大
の
規
模

　
第
＋
回
町
議
会
定
例
会
は
＋
『
月
二
十
九
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
二
日
間
で
総

額
．
四
千
八
百
万
円
に
の
ぼ
る
補
正
予
算
（
専
決
処
分
を
含
む
）
そ
の
他
を
議
決
し

た
。
　
こ
の
定
例
会
に
附
議
さ
れ
た
案
件
は
｝
般
・
特
別
会
計
あ
わ
せ
て
四
件
の
補
正

予
算
と
一
般
会
計
の
専
決
処
分
報
告
一
件
の
ほ
か
、
条
例
改
正
｝
件
、
請
願
実
質

ご
件
で
、
件
数
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
が
、
補
正
予
算
は
本
年
度
の

重
点
事
業
費
を
盛
り
込
ん
で
当
初
予
算
以
後
最
大
の
本
格
的
規
模
の
も
の
と
な
っ

た
。
』

　
こ
の
た
澱
第
『
日
自
は
専
決
処
分
報
告
を
含
め
て
｝
般
会
計
の
補
正
予
算
審

『
議
に
費
や
さ
れ
、
躍
保
、
診
療
所
、
■
農
業
共
済
の
三
つ
の
特
別
会
計
と
、
手
数
料

徴
収
条
例
の
一
部
改
正
及
ぴ
請
願
の
審
議
は
、
延
会
し
て
第
二
日
に
持
ち
越
さ
れ

た
α
結
果
と
し
て
は
、
専
決
処
分
は
承
認
、
四
つ
の
補
正
予
算
及
び
条
例
改
正
は

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
請
願
は
各
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
継

続
審
査
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

学
校
施
設
に

　
　
　
　
二
千
七
百
万

一
般
会
計
補
正
の
あ
ら
ま
し

　
今
回
の
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
補
正

予
算
の
総
額
は
、
」
般
・
特
別
会
計
を

合
計
し
て
三
千
百
九
＋
九
万
八
千
円
、

そ
れ
に
專
決
処
分
と
し
て
報
告
さ
れ
た

『
千
五
百
九
叶
四
万
円
を
加
え
る
、
と
総
、

額
四
千
七
百
九
十
四
万
円
と
な
る
。
こ

の
補
正
は
予
算
内
容
の
全
般
に
わ
た
る

膨
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
専
決
処
分
，
螢

含
め
て
｝
般
会
計
補
正
の
あ
ら
ま
し
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
o

　
ま
ず
、
才
出
の
面
に
お
い
て
最
大
の

比
重
を
占
め
て
い
る
の
は
何
と
い
っ
て

も
学
校
施
設
で
あ
る
。
専
決
処
分
さ
れ

た
千
五
百
九
＋
四
万
二
千
円
の
全
部
が

川
西
中
学
校
特
別
教
室
の
建
設
費
で
あ

る
が
、
今
回
提
出
さ
れ
た
｝
般
会
計
補

正
予
算
の
中
で
も
同
校
特
別
教
室
の
備

品
等
内
容
整
備
費
七
十
八
万
六
千
円
、

橘
中
学
校
火
災
復
旧
費
六
百
六
万
八
千

円
、
千
手
小
学
校
プ
ー
ル
建
設
費
追
加

二
百
十
八
万
二
千
円
、
　
臼
倉
教
員
住
宅
甲

建
設
費
二
百
一
万
二
千
円
等
約
｝
千
百

万
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て

学
校
施
設
だ
け
で
約
二
千
七
百
万
円
と

．
な
り
総
額
の
六
〇
％
に
あ
た
る
℃

　
事
業
費
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
に
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

建
築
中
の
母
子
健
康
セ
ン
タ
i
建
設
費

六
百
四
十
六
万
九
千
円
や
、
二
十
四
号

台
風
関
係
等
の
災
害
復
旧
費
百
六
＋
七

万
五
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員
給

与
の
改
定
も
こ
の
補
正
の
重
点
の
一
と

’
な
っ
て
お
り
、
各
款
に
合
わ
せ
て
百
四

＋
四
万
七
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が

特
別
会
計
も
含
め
る
と
約
二
百
万
円
と

な
る
。
給
与
改
定
に
つ
い
て
は
国
の
予

算
も
ま
だ
議
決
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
面
に
お
け
る
財
源
の
見
通
し
も
確

定
し
て
い
な
い
が
、
国
の
情
勢
と
は
別

に
、
と
り
あ
え
ず
年
内
に
仮
支
給
を
し

た
い
と
い
う
中
村
町
長
の
方
針
に
よ
っ

て
予
算
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
産
業
関
係
で
は
、
農
林
水
産

業
費
の
中
に
異
常
気
象
対
策
費
百
四
＋

二
万
八
千
陪
が
あ
る
。
こ
れ
は
こ
と
し

春
以
来
の
異
常
気
象
対
策
と
し
て
実
施

し
た
撒
土
消
雪
、
苗
代
病
害
虫
防
除
等

に
対
す
る
補
助
と
し
て
計
上
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
財
源
と
し
て
県
費
百
三

ー
＋
七
万
円
の
補
助
が
才
入
に
計
上
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
県
費
に
㎝
定
の
町
費

を
加
え
て
支
出
す
る
も
の
と
し
て
養
蚕

業
費
補
助
の
百
七
＋
五
万
八
千
円
が
あ

り
、
ま
た
最
近
の
養
鯉
ブ
ー
ム
を
反
映

し
て
臼
倉
地
区
の
養
魚
施
設
に
二
十
八

万
円
の
補
助
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
消
防
費
百
万
八
千
円
の
う
ち
九
＋
万

円
は
小
型
働
力
ポ
ン
プ
三
台
の
購
入
費

で
、
仁
田
、
坪
山
、
新
町
に
配
当
さ
れ

る
。
特
殊
奪
も
の
と
し
て
衛
生
費
に
～

き
地
医
薬
品
配
布
代
二
十
四
万
円
が
新

た
に
計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
冬
期
間
医

療
機
関
に
遠
い
．
（
四
キ
ロ
以
上
）
～
ぎ

地
部
落
の
各
世
帯
に
無
償
で
配
布
さ
れ

る
も
の
で
、
県
か
ら
半
額
を
補
助
さ
れ

る
o
対
象
部
落
は
、
桐
山
、
小
脇
、
高

倉
、
霧
谷
、
藤
沢
、
大
倉
、
大
日
倉
、

小
臼
倉
、
平
見
、
星
名
新
田
、
田
代
の

＋
一
部
落
四
百
戸
で
、
一
戸
当
た
り
六

百
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
ほ
か
、
各
種
負
担
金
、
国
勢

調
査
の
経
費
を
含
む
統
計
調
査
費
や
選

挙
費
等
の
事
務
費
、
土
木
・
農
林
、
環

境
衛
生
関
係
事
業
の
補
助
、
ブ
ル
修
繕

費
．
旅
費
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
り

交
付
税
増
額
の
請
願

を
兼
ね
た
才
入
予
算

　
こ
れ
に
対
し
て
補
正
財
源
と
し
て
の

才
入
を
大
別
す
る
と
①
町
税
、
使
用
料

等
の
臼
然
増
②
地
万
交
付
税
③
事
業
に

伴
う
補
助
・
起
債
、
負
担
金
、
寄
附
金

④
そ
の
他
、
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
町
税
の
五
百
七
＋
五
万
几
千

円
（
騨
．
決
分
三
百
十
五
万
円
）
シ
」
ブ
ル

使
用
料
百
＋
万
円
が
臼
然
増
で
あ
る
が

帯
町
村
民
税
の
中
に
は
法
人
税
の
よ
う

に
百
＋
三
万
四
千
円
も
自
然
減
と
な
っ

た
も
の
も
あ
り
、
き
ぴ
し
い
不
況
を
反

映
し
て
税
収
は
こ
れ
以
上
を
期
待
で
き

な
い
ぎ
り
ぎ
り
を
計
上
し
て
い
る
。

　
次
に
、
才
入
の
う
ち
最
も
大
き
い
比

率
を
占
め
て
い
る
地
万
交
付
税
は
、
特

別
交
付
税
九
百
五
十
万
円
（
専
決
二
百

万
円
）
、
給
与
改
定
に
伴
う
再
算
定
分

百
二
十
七
万
円
で
合
計
㎝
千
百
七
十
七

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
特
別
交
付
税
と

い
う
も
の
の
性
格
か
ら
不
確
定
の
要
素

が
多
い
だ
け
に
、
こ
れ
が
期
待
ど
お
り

交
付
さ
れ
る
か
ζ
つ
か
は
必
ず
し
も
予

測
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
、
こ
の
点
に

つ
い
て
中
村
町
長
は
』
県
の
地
万
課
か

ら
お
叱
り
を
受
け
る
か
も
知
れ
な
い
が

こ
れ
だ
け
く
れ
て
も
ら
い
た
い
と
い
｝
っ

請
願
を
兼
ね
た
予
算
措
置
で
あ
る
。
」

と
苦
し
い
や
り
く
り
を
述
べ
て
い
る
。

　
次
に
、
事
業
等
の
実
施
に
伴
｝
つ
も
の

と
し
て
は
、
国
県
支
出
金
、
分
担
金
、

寄
附
金
、
諸
収
入
、
町
債
等
合
わ
せ
て

二
千
五
百
七
十
四
万
円
（
専
決
㎝
千
七

十
八
万
円
）
で
あ
る
o
国
庫
支
出
金
は

災
害
復
旧
補
助
、
教
育
費
補
助
、
選
挙

費
委
託
金
等
合
わ
せ
て
五
百
七
＋
八
万

円
、
県
支
出
金
は
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

建
築
補
助
三
百
四
十
万
円
を
筆
頭
に
、

異
常
気
象
対
策
補
助
、
養
蚕
ツ
業
補
助

養
魚
事
業
補
助
そ
の
他
育
計
…
千
七
十

㎝
万
六
千
円
、
分
担
金
と
し
て
災
筈
復

旧
事
業
分
担
金
＋
三
万
円
、
訂
収
入
と

し
て
橘
中
火
災
見
舞
金
二
＋
万
五
千
円

同
共
済
金
八
十
二
万
四
千
円
、
町
債
と

し
て
災
害
復
旧
に
六
＋
万
円
、
教
胃
債

と
し
て
川
西
中
精
別
教
室
に
七
百
三
十

万
円
（
専
決
）
、
橘
中
二
百
七
十
万
円

臼
禽
住
宅
百
万
円
を
千
手
小
プ
ー
ル
分

減
額
二
百
万
円
と
差
引
し
て
百
七
＋
万

円
、
母
子
セ
ン
タ
ー
建
築
債
百
万
円
の

計
午
六
十
万
円
、
寄
附
金
九
十
六
万
五

千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
財
産
収
入
と
し
て
土
地
売

払
代
五
十
六
万
二
千
円
、
前
年
度
繰
越

金
百
四
＋
万
七
千
円
と
い
う
数
字
で
あ

る
し　
以
上
才
入
才
出
と
も
四
千
五
百
三
十

四
万
六
千
円
（
内
專
決
分
㎝
千
五
百
九

＋
四
万
二
千
円
）
で
こ
れ
ま
で
の
累

計
二
億
二
千
九
百
三
＋
二
万
五
千
円
と

二
億
台
を
大
き
く
上
ま
わ
っ
て
い
る
o

低
所
得
者
に
九
十
噂
万
の

保険

料
を
軽
減

　
【
国
保
会
計
】

　
国
保
（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
は
、

才
入
才
出
と
も
二
百
六
万
円
の
追
加
で

あ
る
。
今
回
の
袖
正
は
職
員
の
給
与
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
（
九
万
二
千
円
）
の
ほ
か
、
才
出
の

大
部
分
に
当
た
る
百
九
＋
六
万
八
千
円

が
療
養
給
付
費
の
追
加
に
あ
て
ら
れ
て

お
り
、
補
正
財
源
は
金
額
国
庫
丈
出
金

で
賄
わ
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
才
入
に
つ
い
て
は
、
第

｝
款
の
国
民
健
康
保
険
料
は
几
十
㎝
万

七
千
円
の
更
正
減
で
こ
れ
は
低
所
得

者
に
対
す
る
保
険
料
軽
減
措
置
を
庸
、
人
施

し
た
結
果
の
減
で
あ
嶺
。
軽
減
の
対
象
・

と
な
っ
た
の
は
、
板
保
険
者
全
世
帯
の

三
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
七
百
六

＋
四
世
帯
で
あ
る
。
な
お
こ
の
軽
減
分

は、

そ
っ
く
り
財
政
調
整
交
付
金
の
増

と
し
て
第
四
款
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
款
国
庫
支
出
金
は
二
百
九
十
九

万
七
千
円
の
増
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容

は
、
　
“
“
項
国
庫
負
担
金
に
お
い
て
、
事

務
費
負
担
金
の
．
増
十
一
。
万
九
千
円
と
過

年
度
分
給
付
費
負
担
金
の
減
十
万
二
千

円
で
、
差
引
｝
万
七
千
円
の
増
、
二
曙
．
引

の
照
庫
補
助
金
は
、
前
記
保
険
料
軽
減

費
交
付
金
几
＋
一
万
七
千
円
の
ほ
か
臨

時
財
政
調
整
補
助
金
二
百
四
万
三
千
円

が
新
た
に
赤
早
補
顯
の
た
め
交
付
さ
れ

て
増
と
な
っ
て
い
る
o

　
以
上
、
才
入
才
出
と
も
二
百
六
万
円

の
追
加
で
、
当
初
予
算
と
の
累
計
は
五

千
百
六
＋
六
万
円
と
な
っ
た
。

　
そ
の
他
の
附
議
事
件

　
条
例
改
正

▽
川
西
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
｝
部
改

　
正
　
ワ
ク
チ
ン
の
値
上
げ
に
伴
っ
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
手
数
料
を
改
正

し
た
も
の
〇
十
五
才
以
上
百
五
十
円
を

二
百
円
に
、
＋
四
才
ま
で
七
＋
円
を
百

円
に
、
小
中
学
主
五
十
円
を
七
十
円
に

そ
れ
ぞ
れ
値
上
げ
さ
れ
た
o

請
　
　
　
願

▽
旧
軍
人
等
に
対
す
る
恩
給
処
遇
に
関

　
す
る
請
願
（
土
厚
委
員
会
付
託
）

　
　
（
要
旨
）
旧
軍
人
等
に
対
す
る
恩
給

．
処
遇
に
は
、
な
お
多
く
の
不
合
理
不
均

一
衡
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
改
善

一
に
つ
い
て
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提

㎜
出
さ
れ
た
い
o
　
（
請
願
人
小
川
清
次
）

▽
教
職
員
給
与
費
等
の
国
庫
負
担
に
関

　
す
る
講
願
（
総
π
委
員
会
負
託
）

　
．
（
要
旨
）
義
務
教
育
費
個
庫
負
担
法

に
基
づ
く
教
職
員
給
与
費
等
は
、
従
前

の
実
支
出
二
分
の
一
を
国
庫
負
担
と
す

る
よ
・
（
・
政
府
に
対
し
て
要
望
さ
れ
た
い

　
（
請
願
人
恩
田
茂
徳
外
百
八
十
九
名
）
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こ
と
し
も
小
雪
か

　
乙
と
し
も
あ
と
わ
ず
か
、
根
雪
は
い

つ
だ
と
か
、
雪
は
多
い
と
か
、
あ
る
い

は
少
な
い
と
か
話
題
に
の
ぼ
る
こ
ろ
に

な
っ
た
o
サ
ッ
テ
モ
節
の
交
句
ど
お
り

半
年
を
雪
に
う
ず
も
れ
て
暮
ら
す
わ
た

し
た
ち
、
世
界
の
動
き
や
国
の
政
治
は

と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
冬
の
降
雪
量

に
最
大
の
関
心
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
と

い
え
る
。
い
っ
た
い
．
．
こ
の
冬
の
雪
の

量
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
毎
日
の
足
を
車
に
頼
っ
て
い
る
わ
た

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

く
し
は
、
乙
の
乙
と
に
人
一
倍
の
神
経

を
と
が
ら
せ
て
い
る
。
毎
朝
い
ち
ば
ん

先
に
窓
の
外
を
な
が
め
、
臼
く
な
っ
て

い
な
い
日
は
ヤ
レ
よ
か
っ
た
と
い
う
気

持
ち
で
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
る
。
そ
ん
な

と
き
、
乙
と
し
の
根
雪
は
お
そ
い
と
か

小
雪
だ
と
か
い
う
話
を
耳
に
す
る
と
、

う
れ
し
く
な
っ
て
ホ
ッ
と
す
る
。

　
小
臼
倉
に
北
堀
松
造
さ
ん
と
い
う
五

＋
七
才
の
鉄
砲
ブ
チ
が
住
ん
で
い
る
。

こ
の
人
は
ヵ
リ
ウ
ド
歴
＋
五
年
の
ベ
テ

ラ
ン
、
ぞ
く
に
法
印
様
と
い
わ
れ
、
毎

年
の
根
雪
や
積
雪
量
を
よ
く
あ
て
る
こ

と
で
定
評
が
あ
る
o
は
じ
め
は
半
信
半

疑
の
わ
た
く
し
で
あ
っ
た
が
、
乙
こ
数

年
間
を
じ
つ
に
ピ
ッ
タ
塾
『
鶴
偏
盤
露
結
騙
嘘
錫
毬
碍
、
釜
，
藷
謬
し
た
こ
と
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
ヨ
コ
ヨ
　
　
コ
ヨ
リ
び
コ

耀
縛
壕
獺
娠
心
難
撫
帽
騰
熱
鞭
、
翻
味
難
蟻
舗
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ほ
　
　
　
　
ロ

い
つ
し
か
乙
の
人
の
予
盤
酵
樽
編
盤
腫
騙
巴
”
膿
露
盤
6
膿
6
階
そ
の
ま
ま
新
し
い
年
を

言
に
耳
を
か
た
む
け
る
よ
う
に
な
っ
た

　
気
象
庁
そ
こ
の
け
の
予
報
の
根
拠
は

山
ウ
サ
ギ
だ
と
い
う
〇
　
一
冬
に
約
七
・

八
＋
の
山
ウ
サ
ギ
を
射
止
め
る
が
、
そ

の
ウ
サ
ギ
の
皮
を
は
い
で
み
る
と
雪
の

あ
れ
こ
れ
が
よ
く
わ
か
る
そ
う
だ
。
非

科
学
的
な
、
と
い
う
人
も
あ
ろ
う
が
、

北
堀
さ
ん
の
長
年
の
経
験
と
、
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
、
ノ
に
も
と
づ
い
た
ご
宣
託

が、

人
を
し
て
法
印
様
と
い
わ
せ
る
ゆ

え
ん
な
の
か
も
し
れ
な
い
o

　
北
堀
さ
ん
に
よ
る
と
こ
と
し
は
里
型

近
年
に
な
い
小
雪
だ
と
い
う
乙
と
で
あ

る
。
初
雪
は
＋
｝
月
＋
一
日
の
夜
半
か

ら
朝
に
か
け
て
（
ピ
ッ
タ
リ
だ
っ
た
）

そ
の
後
数
回
に
わ
た
っ
て
降
る
が
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
年

　
　
墾
轟
2
罰
”

む
か
え
る
。
し
か
し
、
一
月
は
ろ
く
に

降
り
も
せ
ず
へ
二
月
に
な
っ
て
乙
の
冬

最
高
の
雪
と
な
り
、
三
月
は
わ
り
あ
い

に
降
ら
ず
、
晴
れ
ぎ
わ
が
よ
く
、
き
ま

り
が
よ
く
て
春
が
早
い
と
い
ろ
o

　
山
ウ
サ
ギ
の
毛
は
毎
年
お
お
む
ね
＋

一
月
の
末
に
臼
く
な
る
が
、
こ
と
し
は

毛
変
わ
り
が
お
そ
い
わ
り
に
中
の
ウ
ラ

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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戸
籍
の
窓
専
ら

う
ぶ
声
ー
御
す
こ
や
か
に
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藤小小室中塩仁畢烹上由木坪
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澤倉脇島田辛田肝騰野田島山

昇
天
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御
め
い
福
を
祈
る
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八
七

八
六
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八
一

七
五
七
四
七
三
六
九
六
二
五
七
四
七
四
二
…
二

一
〇

た
か
さ
ご
i
御
月
満
に

翻σ。羅
働
新
郎

渡
邊
一
治
郎

水
落
チ
ヨ
子

数
藤
　
誠

柳
　
　
ユ
キ

高
橋
和
義

伊鐙沖＋中
　　　日屋
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　ら　 ら

6
新
婦
村
山
和
子
、

㏄
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
ロ

新
郎
星
野
魅
．
一

　
新
婦
青
柳
和
子

⑳　新
郎
八
子
　
繁

　
新
婦
宮
　
ヨ
ネ
子

鵬　新
郎
大
井
昭
一

　
　
　
　
　
　
ロ

　
新
婦
蔵
品
智
恵
子

σo　
新
郎
田
邊
利
吉

　
新
婦
太
田
チ
イ
子

⑳新
郎
田
村

新
婦
春
日

㈱　新
郎
仲
嶋

　
新
婦
林
田

翻新
郎
寓
井
　
博

新
婦
宮
澤
紀
久
子

⑳新
郎
中
條
貞
夫

　
新
婦
阿
部
ミ
ツ
ヰ

鵬　新
郎
須
藤
荘
一

　
新
婦
田
中
ヨ
シ

σ
新
郎
須
藤
　
修
　ヨ荘ラ貞久　杉英幸義
修シーヰ夫子博代雄子信

仁下仁貝上伊上岡王山鶴 川
治
か
ら

発
電
所
通
り

＋
日
町
か
ら

発
電
所
通
り

発
電
所
通
り

寺
尾

霜
條
か
ら

四
郎
兼

芦
ケ
崎
か
ら

鶴
吉
山
谷
か
ら

下
平
新
田
山
か
ら

野達
か
ら

野野
か
ら

田平
か
ら

田

皮
が
臼
く
て
冬
皮
だ
と
か
、
大
雪
の
年

は
莞
が
臼
く
な
っ
て
も
中
は
夏
皮
の
ま

ま
で
．
青
味
が
か
っ
て
お
り
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
濃
い
青
色
の
は
ん
点
が
で
き
て

い
る
と
い
｝
っ
b
ま
た
、
春
の
だ
ら
し
の

な
い
年
は
山
ウ
サ
ギ
の
目
の
フ
チ
が
黒

く
、
春
の
キ
マ
リ
の
い
い
年
は
目
の
フ

チ
が
臼
く
て
黒
味
が
な
い
そ
う
だ
o

　
乙
の
、
北
堀
さ
ん
の
説
を
う
ら
ず
け

る
か
の
よ
｝
っ
・
に
、
ち
ま
た
で
は
小
雪
だ

と
り
っ
み
か
た
が
し
き
り
で
あ
る
。
第

一
に
、
こ
と
し
の
初
雪
の
降
り
か
北
が

里
型
で
、
黒
姫
山
へ
の
雪
の
か
か
り
ぐ

あ
い
も
小
雪
の
年
を
表
わ
し
て
い
る
乙

と。

第
二
に
、
赤
谷
の
大
ケ
ヤ
キ
の
葉

が
上
部
か
ら
枯
れ
下
が
っ
て
き
た
乙
と

第
三
に
、
ム
ジ
ナ
が
ま
だ
チ
ョ
ロ
ク
ラ

し
て
い
る
こ
と
。
な
ど
が
理
由
だ
と
か

そ
れ
に
し
て
も
ど
う
な
る
こ
と
か
、
予

言
が
は
ず
れ
た
ら
ご
め
ん
な
さ
い
o

．
慕
畷
．
辮
隷
鷺
、
q
、
黙
酎

⑳　新
郎
野
澤
　
博
野
口

　
新
婦
佐
口
幾
代
静

⑳
　
　
新
郎
　
五
十
嵐
幸
男
　
野

　
　
新
婦
　
高
岸
登
志
子
　
東

面　　
新
郎
野
澤
勇
造
野

　
　
新
婦
田
中
　
和
仁

⑳
　
　
新
郎
　
星
野
峰
太
郎
　
野

　
　
新
婦
　
阿
部
ヨ
シ
エ

　
⑳　
　
新
郎
丸
山
　
勉
根

　
　
新
婦
浦
浪
弘
子
茨

　
⑳　
　
新
郎
丸
山
富
士
郎
根

　
　
新
婦
田
中
聰
恵
貝

　
⑳　
　
新
郎
藤
巻
勇
作
塩

　
　
新
婦
渡
邊

　
⑳　
　
新
郎
登
坂
靖
男

　
　
新
婦
走
出
文
子

　
⑳
　
　
新
郎
小
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
新
婦
徳
井
已
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
日
町
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辛

　
　
　
　
　
　
　
　
浩
子
新
田
新
田
力
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
　
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
仙
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
野
か
ら

人
口

万
二
千
百
九
十
七
人

国
勢
調
査
概
要

＋
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
行
な
悶

わ
れ
た
第
十
回
国
勢
調
査
の
概
要
が
こ

の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
o

そ
れ
に
よ
る
と
川
西
町
の
人
口
は
、
昭

和
三
十
五
年
に
行
な
わ
れ
た
国
勢
調
査

に
比
べ
、
一
、
七
六
一
人
の
減
少
で
、
こ

れを

地
区
別
に
比
べ
る
と
別
表
口
の
と

お
り
で
仙
田
地
区
が
七
八
○
人
で
｝

六
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
上
野
地
区
が
三
一

二
二
人
で
一
四
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
そ

れぞ

れ
減
と
な
り
特
に
目
立
っ
て
い
る

一
番
減
少
率
の
高
い
仙
田
地
区
に
つ
い

て
は
、
川
西
町
一
七
六
一
人
の
沢
少
の

内
四
四
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
る
七
八

○
人
が
乙
の
地
区
で
締
め
ら
れ
て
い
る

減
少
の
理
由
等
に
つ
い
て
は
す
で
に
報

道
機
関
等
で
知
ら
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
挙
家
離
村
が
特
に
目
立
ち
、

ま
た
別
表
e
に
も
示
め
さ
れ
て
い
る
と

お
り
｝
世
帯
当
り
の
人
口
が
わ
ず
か
で
一

は
あ
る
が
他
三
地
区
に
比
し
て
一
番
少
一

な
く
四
、
五
人
と
な
っ
て
い
る
o

上
野
地
区
に
つ
い
て
は
、
小
千
谷
発
電

所
の
第
四
期
工
事
で
、
昭
和
三
＋
五
年

当
時
は
一
時
的
に
人
口
の
増
加
が
見
ら

れ
た
が
、
こ
れ
ら
工
事
関
係
者
も
三
十
…

七
年
に
は
引
き
上
げ
た
の
で
今
回
調
査

の
減
少
の
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
る

川
西
町
全
体
を
他
の
町
村
と
比
較
し
て

み
る
と
、
減
少
率
の
一
番
高
い
の
が
村

で
は
北
魚
沼
郡
の
湯
之
谷
村
（
三
〇
、

一
パ
ー
セ
ン
ト
）
町
で
は
刈
羽
郡
の
高

柳
町
（
一
六
、
○
パ
r
セ
ン
ト
V
デ
、
焦

西
町
は
一
二
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
県
下

｝
六
一
市
町
村
中
十
一
番
目
に
減
少
率

の
高
い
町
と
な
っ
て
い
る
、
乙
れ
は
県

平
均
六
、
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
五
、
九
パ

ー
セ
ン
ト
う
わ
ま
わ
る
結
果
と
な
っ
て

い
発士也区　別　人　口35年と40年グ）国勢調査地区別世帯数人口比較表
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｝
旅
稼
ぎ
の
い
ま
し
め
　
　
　
こ
れ
で
は
へ
農
事
だ
っ
て
お
ろ
そ
、
か
っ
て
も
、
農
事
を
お
ろ
そ
か
に
考
、
え
て
㎜

㎜
酒
井
雰
文
書
（
＋
日
町
市
山
谷
）
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
当
り
前
で
、
ど
い
く
の
で
は
、
自
然
と
地
味
が
衰
え
、
｝

㎜
中
に
「
文
政
七
月
二
月
、
旅
稼
二
付
被
う
も
近
年
と
り
わ
け
悪
作
に
な
っ
て
来
ゆ
く
ゆ
く
は
大
き
な
害
を
招
い
て
し
嵐

㎜
仰
渡
御
趣
御
請
書
」
が
あ
る
。
　
　
　
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
気
持
で
働
い
て
ろ
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

｝
　
旅
稼
ぎ
（
い
ま
の
出
か
せ
ぎ
）
が
多
い
た
か
ら
な
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
　
本
人
の
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ

｛
く
な
っ
て
来
て
、
他
処
の
浮
か
れ
た
風
ま
ま
で
は
、
農
家
の
衰
え
を
招
く
基
に
ぞ
れ
の
村
の
為
に
も
な
ら
ず
、
ま
こ
と
…

㎜
俗
を
持
ち
こ
ん
で
く
る
の
で
、
だ
ん
だ
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
い
四
年
ば
か
り
前
に
不
本
意
の
こ
と
で
あ
る
。
各
庄
屋
ど
…

㎜
ん
本
業
の
農
業
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
に
も
、
同
じ
く
旅
稼
ぎ
に
つ
い
て
の
心
も
は
こ
の
点
を
十
分
に
教
諭
い
た
し
、
皿

｝
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
構
え
を
諭
し
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
こ
小
前
や
水
呑
に
至
る
ま
で
、
民
家
の
本
㎜

…
は
、
将
来
と
ん
で
も
な
い
結
果
を
招
く
こ
で
も
う
｝
度
気
持
を
あ
ら
た
め
て
、
意
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
せ
い
ぜ
い
｝

…
心
配
が
あ
ろ
う
と
、
幕
府
が
代
官
を
通
取
扱
い
を
し
っ
か
り
す
る
よ
う
に
し
な
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
｝

難
鱒
毒
幾
誰
の
歴
史

…
じ
て
、
各
村
役
木
に
そ
の
取
締
り
万
を
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

皿
言
い
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
も
し
、
村
の
状
況
が
人
数
多
く
耕
作

…
　
「
個
々
の
者
に
と
っ
て
は
た
と
え
当
地
が
足
ら
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、

㎜
座
の
た
め
に
な
る
と
い
っ
て
も
、
本
業
村
役
人
た
ち
で
研
究
の
う
え
、

㎜
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
よ
う
で
は
村
の
為
し
て
仕
事
が
十
分
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

㎜
に
な
ら
な
い
」
な
ど
と
い
う
箇
所
は
、
　
対
策
を
樹
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

㎜
い
ま
で
も
県
庁
や
町
役
場
な
ど
で
出
か
の
点
は
、
よ
く
御
役
所
へ
連
絡
を
と
っ

．
せ
ぎ
対
策
に
苦
心
し
て
い
る

，
㎜
の
を
好
み
」
な
ど
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
て
行
う
よ
う
に
。

㎝
エ
レ
キ
ブ
ー
ム
や
カ
ッ
コ
の
い
い
青
年
　
そ
れ
で
も
止
む
を
得
な
い
こ
と
と
し

｝
た
ち
に
眉
を
し
か
め
る
老
人
た
ち
を
思
て
旅
稼
ぎ
を
願
い
出
た
も
の
へ
は
、
旅

｛
わ
せ
て
、
な
か
な
か
面
臼
い
。
　
　
　
稼
ぎ
に
つ
い
て
も
、
本
業
の
農
事
に
つ

㎜
申
渡
し
の
趣
　
　
い
て
も
＋
分
言
い
聞
か
せ
を
行
い
、
前

，
“
“
一
、
村
々
小
前
の
者
共
へ
、
み
だ
り
に
記
の
よ
う
な
軽
は
ず
み
な
結
果
を
庄
じ

一
旅
稼
ぎ
な
ど
せ
ぬ
よ
う
に
と
前
々
か
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

㎜
申
し
渡
し
て
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
ら
な
い
。
も
し
此
の
点
に
つ
い
て
不
都

㎜
自
然
と
こ
の
禁
を
や
ぶ
る
者
が
出
て
来
合
が
あ
っ
た
場
合
は
、
村
役
人
は
む
ち

㎜
た
。
近
年
あ
ち
こ
ち
の
よ
う
す
を
見
る
ろ
ん
本
人
の
親
類
や
組
合
ま
で
も
越
度

㎜
と
、
男
で
も
女
で
も
こ
っ
そ
り
と
他
国
を
申
し
つ
け
る
。

㎜
へ
出
稼
ぎ
に
い
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
｝
、
い
ろ
い
ろ
耳
に
す
る
こ
と
に
よ
れ

㎜
そ
し
て
、
他
国
の
風
俗
に
か
ぶ
れ
て
帰
ば
、
旅
稼
ぎ
は
銘
々
の
本
業
で
あ
る
べ

｝
村
し
、
帰
っ
て
か
ら
で
も
髪
か
た
ち
を
き
農
事
を
次
に
し
て
、
当
座
の
ヤ
リ
ク

…
は
じ
め
着
用
物
な
ら
び
に
履
物
な
ど
に
り
ば
か
り
を
考
え
て
い
る
よ
う
な
傾
向

…
至
る
ま
で
為
体
立
派
を
相
好
み
（
格
が
あ
る
よ
う
だ
。
甚
だ
心
得
違
い
の
こ

…
好
の
い
い
も
の
を
好
む
の
意
）
、
農
民
と
で
あ
る
。

㎜
の
風
儀
を
失
っ
て
来
た
。
　
　
　
　
　
　
た
と
え
当
座
の
為
に
な
る
こ
と
で
あ
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は
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田
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原
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伊
勢
平
治
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㎜
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皿
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木
落
（
橘
）
で
あ
っ
た
㎜

醒
」
ー
『
e
『
　
　
7
ρ
7
『
『
，
，
ー
『
’
a
●
＆
・
●
ー
．
鼻
o
置
一
．
8
『
，
臨
，
夢
『
．
．
，
σ
膠
ー
9
，
8
8
，
　
∬
伊
¢
o
o
5
5
5
9
恥

（
注
）
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
小
前
・
水
呑
な
ど
は
、
本
百
姓
…

に
対
し
て
い
わ
れ
た
こ
と
ば
で
あ
㎜

る
。
本
百
姓
と
は
帳
付
百
姓
と
乱

呼
ん
で
、
耕
地
を
持
ち
年
貢
を
狸

め
て
｝
人
前
の
農
家
と
認
め
ら
れ
㎜

た
も
の
。
小
前
・
水
呑
は
百
姓
と
…

　
　
　
　
し
て
も
村
の
住
民
と
し
㎜

　
　
　
　
て
も
最
低
位
に
お
か
れ
｝

　
　
　
　
て
い
た
。
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
ま
だ
、
時
に
よ
っ
て
聞
…

か
れ
る
「
オ
ラ
み
た
い
な
）
痴
測

》
（
小
前
者
の
転
設
）
は
」
と
か
㎜

ミ
ズ
ノ
ミ
百
姓
は
な
ど
と
い
う
の
㎜

は
、
こ
の
時
代
か
ら
の
こ
と
ば
盃

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
㎜

「
親
類
・
組
合
ま
で
も
越
度
に
」
㎜

と
は
、
本
人
ば
か
り
か
親
類
や
五
㎜

人
組
の
仲
間
（
隣
近
所
）
ま
で
が
㎜

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
o
百
姓
た
ち
ぱ
㎜

こ
の
よ
う
な
連
帯
責
任
で
毎
日
の
…

く
ら
し
を
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
。
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

川
西
町
の
中
で
「
申
渡
」
を
う
け
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
蟹

防
犯
標
語
入
選
発
表

　
川
西
町
分
区
保
護
司
会
・
防
犯
組
合

で
募
集
し
た
防
犯
標
語
は
皆
さ
ん
の
絶

大
な
ご
協
力
に
よ
り
六
六
｝
の
投
稿
を

得
て
、
去
る
｝
日
関
係
者
の
慎
重
な
審

査
の
結
果
次
の
万
が
た
を
入
選
者
と
決

定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
賞
品
に
つ

い
て
は
近
く
ご
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
川
西
町
分
区
保
護
司
会

　
　
　
　
　
川
西
町
防
犯
組
合

＊
｝
般
の
部
入
選

．
非
行
化
を
勇
気
で
防
ぐ
町
ぐ
る
み

．
語
り
あ
い
築
く
塚
庭
の
よ
い
環
境

．
青
少
年
責
任
も
っ
て
明
る
く
進
め

　
　
　
　
　
木
島
小
林
健
三

．
話
し
合
い
子
ど
も
を
守
る
明
る
い
家

　
庭
　

中
仙
田
南
雲
直
秀

．
防
犯
で
明
る
い
郷
土
お
ら
が
町

　
　
　
　
下
平
新
田
清
水
広
治

・
さ
と
す
に
も
ほ
め
る
真
心
忘
れ
ず
に

　
　
　
　
　
元
町
馬
場
光
雄

．
歳
末
防
犯
楽
し
い
正
月

　
　
　
　
　
中
央
町
　
太
田
ケ
ン

．
防
犯
は
明
る
い
町
か
ら
家
庭
か
ら

　
　
　
　
　
中
屋
敷
小
林
タ
ミ
イ

・
ほ
め
て
育
て
て
お
か
あ
さ
ん

　
　
叱
る
ひ
と
こ
と
お
と
う
さ
ん

　
　
　
　
　
中
央
町
太
田
長
栄

．
暖
か
い
心
で
摘
も
う
悪
の
芽
を

　
　
　
　
　
田
戸
押
木
良
作

＊
中
学
生
の
部
入
選

．
防
犯
は
親
と
子
ど
も
の
合
言
葉

　
　
　
　
仙
田
中
｝
A
　
小
川
ナ
オ
子
．

．
防
犯
ベ
ル
を
心
に
も

　
　
　
　
仙
田
中
｝
B
木
村
早
苗

．
犯
罪
は
心
の
ス
キ
か
ら
油
断
か
ら

　
　
　
　
仙
田
中
二
A
畏
谷
川
と
し
い

．
小
さ
い
う
ち
か
ら
正
し
い
し
つ
け

　
　
　
　
継
田
中
二
A
斉
木
弘
子

．
出
か
せ
ぎ
の
あ
と
を
守
っ
て
心
に
鍵

　
を
　
　
　
仙
田
中
二
A
登
坂
六
栄

．
防
犯
は
明
る
い
塚
庭
社
会
か
ら

　
　
　
　
橘
中
｝
年
村
越
交
子

・
こ
れ
ぐ
ら
い
と
思
、
っ
心
が
大
き
な
π

　
へ
　
橘
中
三
A
相
馬
多
美
枝

．
防
犯
を
防
ぐ
心
よ
り
お
こ
さ
ぬ
心

　
　
　
　
川
西
中
二
B
　
平
野
洋
子

．
犯
罪
を
な
く
し
み
ん
な
で
家
庭
の
日

　
　
　
　
川
西
中
二
B
　
清
水
｝
枝

．
防
犯
ば
地
域
ぐ
る
み
で
家
庭
か
ら

　
　
　
　
川
西
中
二
C
若
山
　
悟

．
夜
遊
び
は
や
る
な
さ
せ
る
な
誘
う
ま

　
い
　

川
西
中
二
C
　
小
林
春
子

．
守
れ
信
号
、
標
識
注
意

　
　
　
　
川
西
中
三
D
大
島
㎝
夫

．
若
い
芽
を
明
る
い
社
会
に
育
て
よ
う

　
　
　
　
川
西
中
三
D
　
上
村
百
合
子

．
負
け
る
な
誘
惑
、
強
い
心
で

　
　
　
　
川
西
中
三
A
　
星
名
美
佐
子

．
悪
は
や
み
よ
り
ま
だ
暗
い

　
　
善
は
花
よ
り
ま
だ
清
い

　
　
　
　
川
西
中
三
A
　
樋
口
悦
子

・
だ
ん
ら
ん
は
非
行
防
止
の
第
｝
歩

　
　
　
　
川
西
中
三
A
　
小
林
隆
一

．
親
切
に
ひ
と
こ
と
注
意
不
良
化
防
止

　
　
　
　
川
西
中
三
C
　
清
水
　
泉

・
こ
れ
く
ら
い
と
思
う
気
持
が
事
故
の

　
も
と
　
川
西
中
三
B
　
藤
田
和
夫

．
道
徳
を
守
り
守
ら
す
良
い
家
庭

　
　
　
　
川
西
中
｝
B
　
田
辺
恭
子

．
犯
罪
の
芽
ば
え
つ
み
と
る
家
庭
愛

　
　
　
　
川
西
中
『
B
　
平
野
幸
枝

赤
い
羽
根
共
同
募
金

結
　
果
報
　
告

　
＋
月
｝
日
全
国
い
っ
せ
い
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
つ
い

て
は
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

＋
月
九
日
早
期
に
目
標
額
完
納
い
た
し

ま
し
た
。
こ
こ
に
紀
集
を
ご
報
告
し
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

蚕
戸
別
募
金

　
　
　
千
手
地
区

　
　
　
上
野
地
区

　
　
　
橘
地
区

　
　
　
仙
田
地
区

そ
の
他
の
募
金

学
校
募
金

七
五
、
一
三
二
円

三
〇
乙
三
七
月

三
五
、
八
八
二
円

五
一
、
七
四
三
円

　
一
、
二
三
五
円

｝
六
、
九
六
一
円

助
け
あ
い
運
鋤
育
成
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
バ
七
一
円

合
　
　
　
　
計
　
　
　
　
二
八
五
、
九
六
一
円

青
年
学
級
生
が

　
　
共
同
募
金
に
ひ
と
役

　
川
西
町
青
年
学
級
生
は
歳
末
助
け
あ

い
共
同
募
金
に
協
力
し
て
来
る
＋
九
日

街
頭
に
立
ち
「
歳
末
を
ひ
か
え
て
恵
ま

れ
な
い
人
た
ち
に
楽
し
い
お
正
月
を
」

と
呼
ぴ
か
け
浄
財
を
集
め
る
箏
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
藤
　
　
繋
　
．
馨

か
わ
5
俳
壇
賓
競

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
小
臼
倉
江
口
凡
石

初
雪
の
う
す
く
か
か
り
し
万
年
青
か
な

節
黒
の
道
を
せ
ば
め
て
枯
尾
花

大
輪
の
菊
の
据
え
ら
れ
大
広
間

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
子
湖
月

銀
杏
散
り
掲
揚
塔
に
月
あ
け
し

　
　
　
　
　
　
小
臼
倉
　
江
口
あ
い
子

夫
出
稼
に
き
ぴ
し
き
冬
に
た
ち
む
か
ふ

　
　
　
　
　
　
木
島
数
藤
ひ
さ
ほ

犬
の
日
の
炉
を
開
き
た
る
火
の
少
し

菊
作
る
腕
の
た
し
か
に
孫
多
し

　
　
　
　
　
　
寺
尾
高
橋
輩
子

蔓
も
ど
き
活
け
し
西
窓
冬
日
射
す

　
　
　
　
　
　
巾
崖
敷
　
小
林
た
み
え

つ
わ
の
花
小
窓
閉
ざ
せ
し
ま
ま
の
軒




